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本誌では「読者の意見（Letters to the Editor）」を設けております．読者交流の場とし

て意見交換にご利用いただきたく，下記の要領で編集室宛に原稿をお寄せください．ま

た，読者アンケートを三輪書店のウェブサイト（URL：http://www.miwapubl.com/）で

受け付けておりますので，ご協力をお願いいたします．

趣 旨

①掲載論文に対する意見．

②編集方針に対する意見，希望など．
＊①に関しては，著者側からのコメントも掲載いたします．

執筆内容

①本文は図表も含め 1,200 字以内（文献は 3文献

以内，写真・図・表は 1点以内とし，その数に

応じて本文を減じてください)．

②筆者名，所属名を明記してください．

③著者側からのコメントは 600 字以内．

採 否

編集委員会で決定いたします．不採用の場合は速

やかに連絡いたします．また，採否のいかんにか

かわらず，原稿は返却いたしません．

そ の 他

・論文掲載後 6 カ月以内に意見をお寄せくださ

い．

・文章は書簡の形式（口語体）としてください．

・原稿は多少の字句の変更をさせていただくこと

がありますので，ご了承ください．

・採用の場合は掲載誌 1部をお送りいたします．

『脊椎脊髄ジャーナル』編集委員会

脊椎脊髄ジャーナル
覧バックナンバー 特集一

VOL. 27 NO. 1 脊椎脊髄疾患診断のための神経症候

学の基本

NO. 2 ニューロリハビリテーションにおけ

るサイエンス―臨床と研究の進歩

NO. 3 脊椎骨粗鬆症・圧迫骨折に対する治

療戦略―薬物治療を中心に

NO. 4 〔特大号〕脊椎脊髄の科学―基礎と

臨床の進歩Review 2014

NO. 5 髄膜の病態が重要な疾患

NO. 6 頸椎前方徐圧固定術―術式のスタン

ダードと進歩

NO. 7 脊柱管内出血性疾患

NO. 8 痙性対麻痺

NO. 9 脊椎疾患の自然経過と治療選択

NO. 10 胸腰仙椎後方 instrumentationの進歩

NO. 11 嚥下障害の発生メカニズムと治療

NO. 12 脊柱側弯症 up to date

VOL. 28 NO. 1 椎間板と痛み

NO. 2 Spinal dysraphism―最近の知見

NO. 3 ｢偽性局在徴候」からみた脊髄・馬

尾・神経根症状

NO. 4 〔特大号〕 脊椎脊髄の冠名徴候・症

候群

NO. 5 最小侵襲脊椎安定術（MISt）の実際

NO. 6 脊椎脊髄の感染・炎症

NO. 7 臨床現場での脳・脊髄連関

NO. 8 脳脊髄液―どこからどこへ

NO. 9 各種頸椎低侵襲手術の限界と適応

NO. 10 脊髄囊胞性疾患に対する外科治療

NO. 11 首下がり症候群の病態と治療

NO. 12 転移性脊椎腫瘍の包括的治療

VOL. 29 NO. 1 慢性腰痛（非特異的腰痛)

NO. 2 一般内科疾患に伴う脊髄障害

NO. 3 仙腸関節の基礎と臨床

NO. 4 〔特大号〕 脊椎外傷―捻挫から脊髄

損傷まで

NO. 5 さまざまな基礎疾患・病態を有する

症例に対する脊椎固定術

NO. 6 骨癒合の基礎と臨床

NO. 7 脊椎脊髄疾患に対するロボットリハ

ビリテーション

NO. 8 Surferʼs myelopathy とその周辺

NO. 9 脊椎脊髄イメージングの進歩と話題

の疾患

NO. 10 脳脊髄液漏出症の診断と治療

NO. 11 肩こりと後頸部痛の日常臨床

NO. 12 脊髄血管障害―最新の診断と治療

VOL. 30 NO. 1 頸椎後方固定術―適応と手技の変遷

NO. 2 頸椎症の特殊な症候学

NO. 3 C5 麻痺の今

NO. 4 〔特大号〕 高齢者の脊柱変形 Up to

Date

NO. 5 脊椎・脊髄疾患と筋萎縮

NO. 6 脊椎脊髄疾患に関連する痛みのメカ

ニズム

NO. 7 悪性脊椎脊髄腫瘍に対する治療

NO. 8 NMOとMSの最新情報

NO. 9 脊椎・脊髄 MRI のピットフォール
―アーチファクトと偶発所見

NO. 10 側方進入腰椎椎体間固定術（LLIF）
―手術手技，成績，合併症

NO. 11 脊椎手術体位の工夫―周術期合併症

を避けるため

NO. 12 髄内腫瘍の集大成と新しい話題

VOL. 31 NO. 1 脊髄ニューロモデュレーションの現状

NO. 2 脊椎脊髄疾患と間違えられそうに

なった症例・疾患

NO. 3 アスリートの脊椎・脊髄障害
―病態と早期復帰への工夫

NO. 4 〔特大号〕脊椎脊髄手術の安全性を

高める予防と対策

NO. 5 Neuralgic amyotrophy とは

NO. 6 脊髄再生

NO. 7 脊椎脊髄外科におけるモニタリング

NO. 8 頸椎前方手術 Up To Date

NO. 9 画像診断の別の貌―定量化と正常値

のまとめ，適正使用と被曝

NO. 10 歯突起後方偽腫瘍
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